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建設工事入札参加資格登録者 各位 

                      
 

建設工事の最低制限価格及び総合評価方式の配点基準価格の 
設定単位の変更について 
 

 
  市が発注する建設工事の最低制限価格（入札書比較価格（消費税抜き））は，原則，千円単位

で設定し，最低制限価格を下回った入札は，工事の品質確保とダンピング防止の観点から無効と

しています。 
しかしながら，僅かな金額差で無効になる入札もあり，工事の品質確保において支障となると

は考えにくい事例も見受けられることから，以下のとおり最低制限価格の設定単位を変更します。 
併せて，総合評価方式の配点基準価格（最低制限価格に準じた額）についても，同様に設定単

位を変更します。 
 
 
１ 最低制限価格及び総合評価方式の配点基準価格の設定単位等 

対象案件 最低制限価格等の設定単位 

○予定価格 

１千万円以上（税込み） 

 ・一般競争入札 

 ・総合評価方式 
※最低制限価格変動制の

試行は休止（無期限） 

○最低制限価格及び配点基準価格（税抜き）は，10 万円単位で設

定します。 
※最低制限価格の設定単位の例 

・現行            ・変更後 
５６，４６７，０００円  ⇒ ５６，４００，０００円 

○予定価格 

１千万円未満（税込み） 

 ・指名競争入札 

○最低制限価格（税抜き）は，1 万円単位で設定します。 
※最低制限価格の設定単位の例 
・現行            ・変更後 
６，４６７，０００円  ⇒  ６，４６０，０００円 

○落札（候補）者の決定等 ○予定価格以内，最低制限価格以上の範囲内で，最低価格入札者
を落札（候補）者とします。 
※総合評価方式については，予定価格以内の入札を配点基準価格

により価格評価点を算定します。 
  
  

２ 工事費内訳書について 

  一般競争入札(総合評価方式含む)の入札時及び指名競争入札の落札時に提出する「工事費内訳

書」については，従来どおりですが，最低制限価格の設定単位の変更に伴い，入札金額と工事費

内訳書の総額を合わせるための「端数調整（値引き）」は，以下のとおりとします。 

○一般競争入札（予定価格１千万円以上(税込み)）の「端数調整（値引き）」は，10 万円未満

○指名競争入札（予定価格１千万円未満(税込み)）の「端数調整（値引き）」は， １万円未満

 

 

３ 実施時期 

  平成２１年１０月１日以降に入札公告及び指名通知を行う全ての案件から実施 


